
専門基礎力確認テストに含まれるセットのサンプル

1．本試験問題サンプル

2．上記の問題に対応した解説書のサンプル
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 DNA の遺伝情報は，核内で伝令 RNA(m RNA）に（   ）されて細胞質に移動する。

細胞質では運搬 RNA(tRNA）が特定の（   ）をリボソームへ運ぶ。たんぱく

質の合成を導く過程を（   ）という。

ＤＮＡを構成する塩基には（   ）（   ）（   ） 

（    ）の４種類がある。 

 筋肉運動の指令を伝達する物質は（   ）であり，筋収縮には

（    ）イオンが必要となる。 

 睡眠に関与するホルモンは（   ）であり，神経伝達物質の１つである 

（    ）から合成される。 

 調 関節のうち，球関節は（ ）と（ ）に存在する。膝関節は（ ）

関節である。車軸関節は（ ）と（ ）に存在する。

 咀嚼筋には（ ），（ ）のほかに内側翼突筋，外測翼突筋がある。

 股関節を伸展させる筋は（ ）で，屈曲させる筋は（調 ）である。

 神経組織には信号を伝えるニューロンのほかに，支持細胞として（ ）細胞があり，

中枢神経にある細胞を（ ）細胞といい，末梢神経にある細胞を（ ）

細胞という。（ ）とはニューロン間に存在する接合部で，ここから

（ ）が放出され，刺激を伝達する。

 （ ）とは，大脳半球の脳梁に近い部分にある灰白質部分である。

（ ）は，大脳皮質と連絡する（ ）性伝導路であり，視床とレンズ核に

挟まれた（ ）の領域である。

 小脳の主な機能は（ ）の調節，（ ）感覚や（ ）運動の調節がある。
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問題１. 遺伝について，正しいものはどれか。 
１．転写は核内で行われる。 
２．DNAは３種類の塩基からなる。 
３．細胞質の分裂は有糸分裂である。 
４．核内でたんぱく質の合成が行われる。 

問題２. 筋細胞膜を興奮させる物質はどれか。 
１．カルシウムイオン 
２．トロポニン 
３．アドレナリン 
４．アセチルコリン 

問題３. 睡眠に関与するホルモンについて，正しいものはどれか。
１．体温を上昇させる。

２．下垂体前葉から分泌される。

３．性腺の発育を促進する。

４．セロトニンから作られる。

問題４. 恒常性の維持について，正しいものはどれか。
１．血管系と内分泌系により調節されている。

２．恒常性の維持には正のフィードバックが重要である。

３．構成要素は「受容器」「調節中枢」「効果器」の３つである。

４．刺激によって反応が抑制されることを正のフィードバックという。

問題５. 関節軟骨について，正しいものはどれか。
１．軟骨膜に覆われている。

２．再生力に優れている。

３．柔軟性に富んでいる。

４．加齢とともに肥厚する。
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以下の空欄に正しい語句を入れて文章を完成させましょう。 

 DNA の遺伝情報は，核内で伝令 RNA(m RNA）に（１）されて細胞質に移動する。 

細胞質では運搬 ）が特定の（２）をリボソームへ運RNA(tRNA ぶ。たんぱく質の合成

を導く過程を（３）という。

•4択問題
問題１. 筋細胞膜を興奮させる物質はどれか。 
１．カルシウムイオン

２．トロポニン

３．アドレナリン

４．アセチルコリン

•穴埋め問題

最新の看護師国家試
験の出題傾向に準拠
した問題を作成

実践力が身につく！

表や図を多用する事で
知識の整理を促進

分かりやすい！
見やすい！

復習問題は全問題に
対応した穴埋め形式

解説書を読み返す必要
があるため、しっかり
復習できる！

3．復習課題のサンプル 4．再テストのサンプル

再テスト問題は
4択問題と

穴埋め記述式で構成

再テスト実施が自己
学習への

動機づけになる!

    下級生用国家試験支援計画の一例　2年生

7月23日�
夏季休暇�
8月1日頃�
9月5日�
9月20日頃�

本テスト100問版の受験終了後、解説集と復習課題を配布する

復習課題を夏季休暇中の課題にする

弊社より7月23日実施分の成績返却

再テスト実施

再テストの成績返却 → 本テストと再テストの得点を比較した分析結果を確認する

【分析例】

パターン1　本テスト、再テストともに点数が高い ： 自己学習に全く問題なし

パターン2　本テストより、再テストの点数が低下 ： 暗記に頼っているため専門用語の定着が悪い
（＝最終学年で、模試の成績は不振となる可能性が高い）

パターン3　本テスト、再テストともに点数が低い ：　  自己学習を行っていない
（＝学習習慣が身についていない）

パターン4　本テストより、再テストの点数が向上 ：　きちんと自己学習を行っている
（＝学年が進むにしたがい、成績は向上する可能性が高い）

※上記分析結果により、低学年のうちから重点的に指導を行う必要のある対象者をパターン2及びパターン3の

学生へ絞り込むことができるため、非常に効率的な指導が可能となります！




